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　本論文は，わが国の主要野菜である Brassica rapaの F1純度の向上および種子生産性の安定性に関する課
題の解決を目指し，受粉生物学の知見に基づいた新たな育種法を提案するための基盤として，花器形態の遺
伝的背景を明らかにすることを試みたものである。この課題は品種改良において重要であると認識されなが
らも，従来の育種学において解析が不十分であった。花器構造に関しては，多変量解析の手法を用い様々な
部位の形状情報の集約を図り，各構造の遺伝性を解明した結果，花器の大きさ，子房長，葯長，花柱長，柱
頭の大きさが遺伝的であり，特に花柱長が受粉量に大きな役割を果たしていることを明らかにした。さらに
花粉媒介昆虫の訪花行動を左右するとされるネクターガイドの種内変異を明らかにするとともに，その遺伝
性を解明した。このネクターガイドの遺伝性の解明は育種学のみならず進化遺伝学的にも特筆すべきもので
ある。本論文の成果は今後の育種学，なかでも採種形質の改良に寄与することが期待でき，博士論文として
高く評価できる。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
